
Nucleus® CP810 サウンドプロセッサ
クイックガイド 押す 

サウンドプロセッサ 

停止
オレンジのランプ
が点灯するまで両
ボタンを同時に長
押しする 
起動

起動 および 停止
長押しする 

両ボタンを同時
に押す 

両ボタンを同時
に押す

操作方法 

プログラムを変更する

長押しする 

操作ボタンをロック/ロック解除する

サウンドプロセッサを起動/停止する 

操作方法

音量/感度を調整する

シンプルオプション
リモートアシスタント
を使用する。
＊本ガイドの裏面を
参照してください。 

操作方法 

テレコイルへ/から切り替える

長押しする

アクセサリ入力へ/から切り替える*

表示ランプについて 

表示ランプ 

サウンドプロセッサを起動しています。または、プログラ
ムを変更しています。
点滅の回数は、選択したプログラムの番号を表していま
す。ランプが３回点滅する場合、プログラム３が選択され
てることを表しています。 

音量または感度を変更しています。
（アドバンスオプションのみ） 

マイクロホンの使用から、テレコイルまたはアクセサリの
使用に変更しています。 

テレコイルまたはアクセサリの使用から、マイクロホンの
使用に変更しています。 

マイクロホンが音を拾っています。 

表示ランプについて 

表示ランプ 

サウンドプロセッサの操作ボタンをロックしました。 

サウンドプロセッサの操作ボタンをロック解除しました。 

送信コイルが外れています。または、サウンドプロセッサ
が正しいインプラントに装着されていません。 

サウンドプロセッサの操作ボタンはロックされています。 

サウンドプロセッサは電池切れです。  

ダウンボタンを押した場合：サウンドプロセッサが停止
します。 
ダウンボタンを押していない場合：サウンドプロセッサに
何らかの不具合が生じています。

押す 

* アクセサリを接続
してから切り替えて
ください。

押す：音量/感度
を上げる 

押す：音量/感度
を下げる 

押す 

シンプルオプション 
アドバンスオプション 

シンプルオプション 
アドバンスオプション 

シンプルオプション 
アドバンスオプション  

下ボタンを長押
しする

長押しする
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1 2
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送信コイル
マグネット

表示ランプ 

アップボタン マイクロホン 

ダウンボタン 

プロセシングユ
ニット 

送信ケーブル 

アクセサリソケッ
トカバー 

電池モジュール 

電池カバーロック 
（スタンダード型のみ） 

操作方法 操作方法

空気亜鉛電池を交換する 電池モジュールを取り外す 
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印刷：オーストラリア。
312138 ISS1 

Japanese translation of 217132 ISS3 

サウンドプロセッサの詳細については、『CP810 サウンドプロセッ
サ取扱説明書』をご参照ください。

パーソナルアラームについて 

アラーム音 意味 
高音アラームが 1 回 音量または感度を変更しています。 

（アドバンスオプションのみ） 
短い高音アラーム プログラムを変更しています。アラーム音の回

数は、選択したプログラムの番号を表していま
す。たとえば、アラーム音が 2 回聞こえる場合
は、プログラム2が選択されたことを表します。 

長い高音 アラームが
1 回 

マイクロホンからテレコイルまたはアクセサリ
の使用に切り替えています。または、 
テレコイルまたはアクセサリの使用からマイク
ロホンの使用に切り替えています。 

短い低音アラーム が
1 回 

サウンドプロセッサの操作ボタンがロックされ
ています。 

短い低音アラーム が
2 回 

サウンドプロセッサの電池残量がわずかです。  

短い低音アラームの
連続 

サウンドプロセッサが電池切れです。 

長い低音アラームの
連続 

サウンドプロセッサに何らかの不具合が生じて
います。病院の先生にご連絡ください。 

意味意味



EverydayNoise EverydayNoise

リモートアシスタント 

サウンドプロセッサとリモートアシスタントが起動していること
を確認します。 

リモートアシスタントは、初めて起動した時自動的にシンプルモード
になります。リモートアシスタントの電池残量表示画面が表示されて
いるときに左上のソフトキーを押すと、アドバンスモードに切り替え
ることができます。 

アドバンスモードとシンプルモードを切り替えるには： 

 リモートアシスタントの電源を切り、再度電源を入れます。

 電池残量表示画面が表示されたら、左上のソフトキーを押して
アドバンスモードを選択するか、右上のソフトキーを押してシン
プルモードを選択します。 

送信コイルを
リモートアシス
タントの裏面
のコイルマーク
の位置に置き
ます。 

ペア設定の確認（ ）が表示されます。 

操作方法

Nucleus® CR110 リモートアシスタント

Japanese

クイックガイド 

操作方法 操作方法 操作方法

サウンドプロセッサを病院の先生が設定した状態にリセットする 

サウンドプロセッサの設定を変更する（アドバンスモードのみ）

アイコン 意味 

  T テレコイルとマイクロホンのミキシング比を変更します。 

  A アクセサリとマイクロホンのミキシング比を変更します。 

サウンドプロセッサの「音声正常」の表示ランプをオン/オ
フに設定します。 

サウンドプロセッサの「警告とキー操作」の表示ランプを
オン/オフに設定します。 

パーソナルアラームをオン/オフに設定します。 

使用したいプログラムに対応するソフトキーを押します。 

背景雑音がある環境
で1人または小グルー
プの人たちの話を集
中して聴きたい場合
には Focus（フォーカ
ス）を使用します。

大きな背景雑音が継
続的にある場合には
Noise（ノイズ）を使
用します。

様々な音源から音楽
を聴きたい場合には 
Music（ミュージッ
ク）を使用します。

日常生活における一
般的な聴取環境で
は Everyday（エブリ
デイ）を使用します。

プログラムを選択するリモートアシスタントとサウンドプロセッサをペア設定する シンプルモードまたはアドバンスモードを選択する オートテレコイル*を使用する DEMO(デモ)モードを使用する 

オートテレコイルからテレコイルへ切り替える 

1 2 3

AUTO

AUTO

表示ランプ

ソフトキー 

ソフトキー 

切り替えボタン　
（テレコイルの
切り替えなど） 

ボタン操作ロック 

音量の調節 
聞こえる音の大き
さを調整します。 

• 起動/停止（長押しする） 
• サウンドプロセッサの状態を確認する 
• ホーム画面に戻る 

感度の調整 
マイクロホンが拾う
最も小さい音のレベ
ルを調整します。

操作方法操作方法

ホーム画面で左下と右下
のソフトキーを同時に数

秒間押し続けます。 

右下のソフトキー
を押してリセット
を確定します。 

ホーム画面でコクレアボタンを押してサウンドプロセッサの
状態を確認します。 

サウンドプロセッサの状態を確認する 

サウンドプロセッ
サが正常な状態 

サウンドプロセッ
サの電池レベル 

音声入力ベル 

長押しする 

オートテレコイルを有効にすると、電話使用時または磁気
ループのある環境に入ると、テレコイルが自動的にオンに
なります。 

押す 

オートテレコイル* 
有効 

テレコイル* 
オン

テレコイル
オフ

3

* オートテレコイル機能はあらかじめ病院の先生に設定してもらう必要があります。 

1 2 3

両側装用の場合はステップ 2 と 3 を繰り返します。 
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EverydayNoise リセット 
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右下のソフト
キーを押しま
す。 

アドバンス
モードへ

シンプルモードへ

接続する

+

3

ホーム画面 

操作方法 操作方法操作方法 

リモートアシスタントの表示言語を選択する

リモートアシスタントの電源を入れると、リモートアシスタントがペ
ア設定されていない場合、言語選択画面が表示されます。 

左下の 
ソフトキーを

押します。 
右下のソフトキー

を押します。 

EverydayNoise

日本語

表示ランプについて 

表示ラン
プ 

意味 

サウンドプロセッサがリモートアシスタントの操作可能範
囲内にあり、相互に通信しています。 

サウンドプロセッサがリモートアシスタントと通信してい
ません。（操作可能範囲内にない、ペア設定されていない
など）。 

リモートアシスタントを充電しています。 

オレンジ色に点滅している時は以下の可能性があります。 
• 警告画面に何らかの不具合が表示されています。 
• リモートアシスタントの電池残量が少ない、または電池

切れです。 
• リモートアシスタントのファームウェアの更新が必要な可

能性があります。  病院の先生にご連絡ください。 
リモートアシスタントがフル充電されました。 

追加機能にアクセスする(アドバンスモードのみ)

サウンドプロセッ
サの設定メニュー
に入る 

リモートアシスタン
トの設定メニュー
に入る 

トラブルシューティン
グガイドに入る

状態確認画面 

ホーム画面でコクレアボタンを押して状態確認画面を表示します。 

言語を選択後、リモートアシスタントを
ペア設定します。 

リモートアシスタントの詳細については、『CR110リモートアシス
タント取扱説明書』をご参照ください。 1 21
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デモモードでは、リモートアシスタントの機能を学ぶことができます。 
リモートアシスタントがサウンドプロセッサとペア設定されている場
合にデモモードにするには：

ホーム画面で右上と左下のソフトキーを同時に長押しすると、
デモモード画面が表示されます。 

両側装用時のアドバンスモードを選択するには、左下のソフト
キーを押します。一側装用時のシンプルモードを選択するに
は、右下のソフトキーを押します。 
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 DEMO両側装用時の
アドバンスモード

一側装用時の
シンプルモード 

デモモードを終了するには、リモートアシスタントの電源を切り、
再度起動します。 


